
一

徳
川
幕
府
は
一
八
四
七
年
（
弘
化
四
年
）
に
外
国
船
の
渡
来
に
対

処
す
る
た
め
、
江
戸
湾
の
防
備
に
着
手
し
た
。
そ
し
て
相
模
国
の
三

浦
半
島
は
彦
根
藩
（
藩
主
井
伊
掃
部
頭
直
弼
、
三
五
万
石
）
が
警
備
を
命

ぜ
ら
れ
た
が
、
一
八
五
三
年
（
嘉
永
六
年
）
二
月
一
四
日
彦
根
藩

に
代
え
て
長
州
萩
藩
（
藩
主
毛
利
敬
親
、
三
六
万
九
千
石
余
）
が
命
ぜ
ら

れ
た
ｐ
そ
の
範
囲
は
鎌
倉
・
三
浦
の
二
郡
中
六
九
か
村
（
石
高
二
万

六
百
八
六
石
余
）
で
、
上
宮
田
（
現
三
浦
市
南
下
浦
町
上
宮
田
字
大
芝
浦
）

に
海
防
陣
屋
が
設
け
ら
れ
て
い
た
。

長
州
藩
は
一
八
五
八
年
（
安
政
五
年
）
六
月
二
○
日
に
兵
庫
警
備

に
転
任
を
命
ぜ
ら
れ
る
ま
で
、
お
よ
そ
五
カ
年
間
に
わ
た
っ
て
、
沿

岸
警
備
と
同
時
に
民
政
を
行
っ
た
が
、
そ
の
間
軍
規
を
厳
正
に
し
、

善
政
を
施
し
た
の
で
、
現
地
住
民
よ
り
大
い
に
感
謝
さ
れ
、
熊
本
藩

と
交
代
の
時
に
は
両
郡
の
名
主
や
村
役
人
か
ら
留
任
の
願
書
が
出
さ

安
政
年
間
相
模
国
に
お
け
る

長
州
藩
の
医
療

田
中
助
一

れ
た
ほ
ど
で
あ
っ
た
。

長
州
藩
で
そ
の
間
に
浦
賀
表
御
手
当
御
用
惣
奉
行
を
命
ぜ
ら
れ
た

の
は
、
益
田
越
中
（
親
施
）
・
毛
利
隠
岐
・
毛
利
主
計
・
毛
利
筑
前
・

福
原
左
近
之
允
等
五
人
の
家
老
で
、
益
田
だ
け
任
地
に
出
張
し
、
他

は
皆
江
戸
の
藩
邸
に
あ
っ
て
用
を
弁
じ
た
の
で
あ
る
。

最
初
の
惣
奉
行
に
任
命
さ
れ
た
益
田
は
、
一
二
歳
の
青
年
で
あ
っ

た
が
、
一
八
五
四
年
（
安
政
元
年
）
正
月
一
○
日
萩
を
出
発
し
て
二

月
二
日
江
戸
に
到
着
、
三
月
二
五
日
江
戸
を
発
し
て
翌
二
六
日
に
上

宮
田
の
陣
屋
に
到
着
し
、
翌
二
年
三
月
一
七
日
ま
で
在
任
し
た
。

益
田
は
赴
任
に
先
立
っ
て
藩
中
の
学
識
経
験
者
数
十
人
に
、
意
見

書
を
提
出
し
て
貰
っ
た
。
（
益
田
家
に
現
存
）
こ
の
時
最
初
に
従
軍
を

イ
サ
ソ

命
ぜ
ら
れ
た
藩
医
は
、
田
原
玄
周
（
蘭
学
者
、
西
洋
軍
学
者
）
・
永
田
意
三

（
外
科
医
）
・
重
見
宗
庵
（
蘭
学
者
）
・
東
條
英
庵
（
蘭
学
者
）
の
四
人

で
、
出
発
に
先
立
ち
西
洋
の
例
を
ひ
い
て
衛
戌
病
院
の
設
置
を
請
願

し
て
い
る
が
、
こ
の
こ
と
は
あ
る
程
度
実
現
し
た
様
子
で
あ
り
、
日

本
の
軍
陣
衛
生
史
の
上
で
重
要
な
こ
と
で
あ
る
。

向
学
心
の
強
い
者
は
在
勤
中
用
事
の
な
い
時
に
は
、
蘭
学
や
西
洋

軍
学
や
武
芸
な
ど
を
学
ぶ
こ
と
を
許
可
し
、
益
田
惣
奉
行
自
身
も
安

政
元
年
七
月
二
七
日
に
藩
の
高
島
流
砲
術
家
郡
司
覚
之
進
（
の
ち
千
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h

左
衛
門
）
か
ら
砲
術
の
伝
授
を
受
け
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
司
令
官

を
は
じ
め
と
し
て
各
を
そ
の
在
任
期
間
を
有
効
に
全
う
し
た
の
で
あ

っ
た
。

（
付
一
）
益
田
が
陣
屋
に
着
任
し
た
翌
日
、
長
州
藩
の
山
鹿
流
軍
学

師
範
吉
田
松
陰
（
益
田
の
軍
学
の
師
、
三
歳
年
上
）
が
同
志
金
子
重

輔
と
共
に
伊
豆
下
田
で
米
艦
に
投
じ
て
失
敗
し
た
。

（
付
二
）
作
家
司
馬
遼
太
郎
原
作
の
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
「
竜
馬
が
ゆ

く
」
の
中
に
、
安
政
元
年
三
月
の
あ
る
日
、
土
佐
の
郷
士
坂
本
竜

馬
が
、
長
州
藩
の
陣
屋
を
訪
れ
て
益
田
に
面
会
し
、
長
州
藩
士
と

剣
術
試
合
を
行
っ
た
の
ち
、
は
じ
め
て
巡
視
中
の
長
州
藩
士
桂
小

五
郎
（
木
戸
孝
允
）
に
遭
遇
の
刀
を
抜
き
合
う
場
面
が
あ
っ
た
が
、

こ
の
こ
と
は
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
で
あ
る
こ
と
を
土
佐
藩
史
の
権
威
平

尾
道
雄
氏
よ
り
承
っ
て
い
る
。
な
お
桂
は
当
時
江
戸
に
剣
術
修
業

に
出
て
い
て
、
三
月
二
七
日
に
相
模
国
出
張
を
命
ぜ
ら
れ
、
直
ち

に
宮
田
陣
屋
に
赴
い
て
い
る
。

宮
田
陣
屋
派
遣
の
医
員
は
、
最
初
四
人
任
命
さ
れ
た
が
、
翌
安
政

元
年
正
月
一
六
日
に
人
員
が
増
さ
れ
、
栗
山
玄
厚
・
小
倉
秀
伯
・
飯

田
正
伯
・
曹
禄
玄
育
・
山
根
文
季
の
五
人
が
追
加
さ
れ
、
三
月
五
日

に
萩
を
出
発
し
て
赴
任
し
た
。

田
原
・
永
田
・
重
見
・
東
條
の
四
人
は
伊
東
玄
朴
に
、
小
倉
は
多

紀
安
叔
に
、
栗
山
・
飯
田
も
伊
東
玄
朴
に
そ
れ
ぞ
れ
師
事
す
る
こ
と

が
許
さ
れ
た
。
山
根
は
の
ち
に
砲
術
及
び
写
真
術
を
以
て
活
躍
す
る

長
男
の
小
野
為
八
を
同
行
し
た
。

こ
れ
よ
り
さ
き
長
州
藩
で
は
、
一
八
四
九
年
（
嘉
永
二
年
）
一
○

月
二
日
よ
り
萩
で
種
痘
を
盛
ん
に
行
っ
て
い
た
の
で
、
一
八
五
五
年

（
安
政
二
年
）
正
月
二
五
日
に
藩
医
中
村
貫
二
（
蘭
学
者
）
が
宮
田
陣

屋
の
番
手
を
命
ぜ
ら
れ
た
の
で
、
同
地
に
お
い
て
牛
痘
接
種
を
行
い

た
い
と
願
い
出
て
許
可
さ
れ
、
藩
の
医
学
館
で
伝
習
を
受
け
た
。

同
年
三
月
一
二
日
に
幕
府
よ
り
備
場
付
医
員
東
條
英
庵
を
浦
賀
奉

行
組
内
の
者
に
一
カ
年
の
予
定
を
も
っ
て
蘭
学
教
授
に
出
す
よ
う
に

希
望
し
て
き
た
の
で
、
そ
の
後
任
と
し
て
江
戸
在
住
の
藩
医
坪
井
信

友
が
番
手
に
加
え
ら
れ
た
。

同
年
六
月
二
日
に
飯
田
正
伯
・
中
村
貫
二
・
岡
田
以
伯
等
が
備

場
番
手
直
詰
を
命
ぜ
ら
れ
た
。ナ

カ
ゾ

安
政
三
年
正
月
一
八
日
に
中
所
竜
伯
・
松
尾
養
琢
の
二
人
が
番
手

を
命
ぜ
ら
れ
た
。
松
尾
も
同
地
に
行
っ
て
牛
痘
接
種
の
実
施
を
願

い
、
二
月
二
四
日
に
伝
授
方
を
許
可
さ
れ
た
。
現
在
三
浦
市
初
音
町

三
戸
の
前
田
家
に
当
時
の
集
団
種
痘
の
記
録
が
残
っ
て
い
る
と
い
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こ
の
よ
う
に
長
州
藩
は
相
模
国
備
場
に
お
い
て
は
住
民
に
対
し
て

も
善
政
を
施
こ
し
た
の
で
、
一
二
五
年
た
っ
た
今
日
も
語
り
伝
え
ら

れ
、
不
幸
に
し
て
勤
務
中
に
病
気
や
震
災
で
死
亡
し
た
人
達
に
対
し

て
も
手
厚
い
供
養
が
営
ま
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

（
萩
市
・
開
業
医
）

う
○

解
体
新
書
巻
の
四
の
内
容
を
い
わ
ゆ
る
「
タ
ー
ヘ
ル
・
ア
ナ
ト
ミ

ァ
」
の
そ
れ
と
比
較
し
た
の
で
、
そ
の
主
な
相
異
点
を
、
紙
面
の
都

合
に
よ
り
そ
の
一
部
を
略
し
て
記
す
。
個
々
の
用
語
に
つ
い
て
は
略

す
。

第
二
十
三
表
脾
臓
に
つ
い
て
「
暗
赤
色
」
を
其
色
青
紫
と
記

し
、
ま
た
、
後
表
の
肝
臓
及
び
腎
臓
の
色
も
原
典
と
は
異
な
る
。
そ

の
形
状
は
「
そ
れ
が
取
り
出
さ
れ
た
動
物
自
身
の
舌
に
お
お
よ
そ
一

致
す
る
」
を
其
形
者
如
牛
舌
と
訳
す
。
脾
動
脈
の
「
血
液
は
脾
臓
の

中
に
流
れ
込
む
」
を
是
従
此
送
内
血
と
主
語
を
変
え
、
脾
臓
の
作
用

に
製
血
を
加
え
、
原
典
で
は
胆
汁
が
脾
臓
か
ら
肝
臓
の
中
に
分
泌
さ

れ
る
と
し
て
い
る
の
に
対
し
佐
肝
之
分
利
胆
汁
也
と
訳
し
、
門
脈
に

つ
い
て
の
解
体
約
図
の
誤
り
を
訂
正
し
て
い
る
。

第
二
十
四
表
肝
臓
及
び
胆
嚢
に
つ
い
て
、
肝
臓
の
下
面
の
状
態

い
わ
ゆ
る
「
タ
ー
ヘ
ル
・
ア
ナ
ト
ミ
ア
」

と
解
体
新
書
の
比
較
（
そ
の
四
）

酒
井

恒
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